
131

〔
書
　
評
〕

岩
本
真
一
著
『
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
─
地
球
規
模
経
済
と
家
内
生
産

─
』

阿
部
武
司
・
谷
本
雅
之

一　

は
じ
め
に

　

著
者
の
岩
本
真
一
氏
が
大
阪
市
立
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を

改
訂
し
た
本
書
は
、「
近
代
日
本
に
お
け
る
衣
服
産
業
の
展
開
を
ミ

シ
ン
の
導
入
に
即
し
て
叙
述
し
た
も
の
で
あ
」（
一
頁
）
る
。
こ
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
は
奇
し
く
も
本
書
の
公
刊
の
二
年
前
に
ア
メ
リ

カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
が
類
書
を
世
に

送
り
出
し
て
い
る）（
（

。
ゴ
ー
ド
ン
の
著
書
が
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
的

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
シ
ン
ガ
ー
社
の
ミ
シ
ン
が
日
本
の
家
庭
に
い
か
に

し
て
普
及
し
、
そ
れ
が
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を

考
察
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
の
特
長
は
、
す
ぐ
あ
と
で
ふ
れ
る

よ
う
に
、
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
工
業
用
ミ
シ
ン

を
対
象
に
し
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。

　

以
下
で
は
ま
ず
、
阿
部
が
、
論
評
を
交
え
つ
つ
本
書
の
概
要
を
紹

介
し
、
さ
ら
に
や
や
大
き
な
論
点
に
言
及
し
た
の
ち
、
谷
本
が
、
本

書
に
関
連
し
て
今
後
検
討
が
深
め
ら
れ
る
べ
き
、
い
く
つ
か
の
課
題

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
。

二　

本
書
の
概
要

　

序
章
「
問
題
の
所
在
と
本
書
の
課
題
」
で
は
、
日
本
に
お
け
る
ミ

シ
ン
の
歴
史
を
既
存
の
主
な
研
究
に
も
触
れ
つ
つ
概
観
し
、
消
費
財

と
し
て
認
識
さ
れ
が
ち
な
ミ
シ
ン
が
、
注
文
仕
立
業
と
内
職
に
お
い
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て
は
生
産
財
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
事
実
に
着
目
し
、
生
産
財
と

し
て
の
ミ
シ
ン
の
展
開
を
衣
服
（
ま
た
は
既
製
服
）
産
業
と
の
関
連

で
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
課
題
で
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
評
者
は
次
の
疑
問
を
感
じ
る
。
戦
前
期
と
く
に
第
一
次

世
界
大
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
衣
服
製
造
が
、
そ
も
そ
も
産
業
と
し

て
成
立
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
産
業
の
成
立
に
は
、
多
数
の
企
業

と
多
く
の
従
業
者
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。
の
ち
に
第
二
部
で
著
者

は
、
統
計
デ
ー
タ
の
不
十
分
さ
に
し
ば
し
ば
論
及
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
明
治
・
大
正
期
の
工
業
政
策
を
担
当
し
て
い
た
農
商
務
省
工
務

局
が
衣
服
製
造
を
産
業
と
し
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
示
唆

し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

第
一
部
「
ミ
シ
ン
の
特
質
と
普
及
過
程
」
に
移
ろ
う
。
第
一
章

「
繊
維
機
械
と
し
て
の
ミ
シ
ン
」
で
は
、
紡
織
機
械
お
よ
び
ミ
シ
ン

の
開
発
時
期
、
機
械
化
の
内
容
、
工
場
動
力
化
率
が
そ
れ
ぞ
れ
比
較

さ
れ
た
の
ち
、
ミ
シ
ン
の
特
徴
と
し
て
（
一
）
高
度
な
設
置
自
由
度

（
小
型
性
、
分
散
性
、
機
動
性
）、（
二
） 

簡
便
性
、（
三
） 

広
範
な
用
途

が
指
摘
さ
れ
る
。

　

率
直
に
言
え
ば
、
こ
の
章
に
限
ら
ず
本
書
に
散
見
さ
れ
る
理
論
的

哲
学
的
な
記
述
は
評
者
に
は
理
解
が
困
難
で
あ
っ
た
。
二
三
頁
の
第

二
段
落
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。「
作
成
物
を
特
定
し
な
い
と
い
う
抽

象
性
」、「
ミ
シ
ン
に
は
衣
料
品
お
よ
び
関
連
品
を
生
産
す
る
と
い
う

必
然
性
は
な
い
」
等
の
記
述
は
何
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

第
二
章
「
ミ
シ
ン
多
様
化
の
意
味
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
一
八
五

〇
年
代
に
ホ
イ
ー
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク

ス
・
ア
ン
ド
・
ギ
ブ
ス
、
お
よ
び
シ
ン
ガ
ー
の
三
社
が
鼎
立
し
、
ま

も
な
く
シ
ン
ガ
ー
社
が
勝
利
を
収
め
た
こ
と
、
二
〇
世
紀
に
は
主
に

普
通
ミ
シ
ン
を
製
造
す
る
シ
ン
ガ
ー
に
対
し
て
特
種
な
ミ
シ
ン
を
造

る
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
社
も
伸
び
て
い
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ

る
。

　

や
や
細
か
い
こ
と
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
前
半
の
ミ
シ
ン
の
高
速
化

に
よ
り
「
縫
糸
が
高
熱
の
針
に
溶
け
る
と
い
う
」（
三
一
頁
）
問
題

が
生
じ
た
と
い
う
記
述
は
再
考
を
要
す
る
。
当
時
、
高
熱
に
「
溶
け

る
」
合
成
繊
維
は
開
発
途
上
で
あ
り
、
縫
糸
と
し
て
は
、
綿
糸
の
カ

タ
ン
糸
が
主
流
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
縫
糸
は

熱
で
「
切
れ
る
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
綿
糸
に
は
糊
付

け
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
摩
擦
熱
へ
の
対
応
は
一
応
行

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
著
者
は
続
い
て
シ
ン
ガ
ー
社
製
ミ
シ
ン
の
多
様
性
を
、
同

社
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
資
料
に
依
拠
し
て
、
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（
（
）
ミ
シ
ン
の
多
様
化
、（
2
）
回
転
速
度
、（
3
）
手
縫
い
に
替

わ
っ
た
足
踏
み
ミ
シ
ン
の
、
電
動
ミ
シ
ン
へ
の
発
展
に
つ
き
検
討
し
、

ミ
シ
ン
の
進
化
の
方
向
性
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
章
に
お
い
て
シ

ン
ガ
ー
社
の
資
料
を
見
出
し
た
著
者
の
力
量
は
評
価
し
た
い
。

　

第
三
章
「
ミ
シ
ン
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
普
及
」
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
社

の
対
ア
ジ
ア
戦
略
が
示
さ
れ
る
。
周
知
の
通
り
一
八
六
〇
年
代
か
ら

多
国
籍
企
業
化
し
て
い
た
同
社
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
開
発
し
た
月

賦
制
度
と
訪
問
販
売
を
武
器
に
、
一
八
八
〇
年
代
に
中
国
に
進
出
し

た
も
の
の
失
敗
し
た
。
そ
こ
で
シ
ン
ガ
ー
社
は
、
売
れ
残
り
の
ミ
シ

ン
を
処
分
す
る
た
め
、
幕
末
の
開
港
以
来
の
居
留
地
貿
易
が
廃
止
さ

れ
た
翌
年
の
一
九
〇
〇
年
、
横
浜
と
神
戸
に
販
売
店
を
開
設
し
て
日

本
に
進
出
し
、
以
後
、
大
阪
府
を
は
じ
め
各
地
に
直
営
支
店
網
を
展

開
し
て
い
っ
た
。
シ
ン
ガ
ー
社
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
台
湾

と
朝
鮮
に
も
進
出
し
て
い
た
。
中
国
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
民
国

期
に
男
性
の
背
広
と
、
女
性
の
「
旗
袍
」（「
満
洲
」
の
伝
統
衣
装
を

洋
装
化
し
た
も
の
）
が
「
制
服
」
に
採
用
さ
れ
た
の
ち
シ
ン
ガ
ー
社

製
ミ
シ
ン
の
採
用
は
よ
う
や
く
始
ま
り
、
や
が
て
「
満
洲
」
や
間
島

の
市
場
も
開
発
し
た
。
以
上
が
本
章
の
要
約
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
近
代
女
性
の
共
時
性
と
衣
服
商
品
化
の
波
」
で
は
、
ま

ず
、
中
国
で
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
女
性
の
職
業
教
育
・
専
門
教
育

の
一
環
と
し
て
、
日
本
で
も
同
じ
こ
ろ
、
女
性
の
普
通
教
育
の
一
部

に
、
家
事
労
働
の
た
め
の
裁
縫
が
そ
れ
ぞ
れ
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
あ
わ
せ
て
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
に
、
中
国
、
日
本
、

朝
鮮
の
各
国
に
お
い
て
い
ず
れ
も
良
妻
賢
母
像
が
形
成
さ
れ
た
と
主

張
さ
れ
る
。
続
い
て
一
九
一
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
都
市
部
で

既
製
服
の
商
業
化
が
、
こ
の
時
期
に
台
頭
し
た
百
貨
店
を
通
じ
て
進

展
し
、「
モ
ダ
ン
・
ガ
ー
ル
」
が
登
場
し
た
こ
と
、
第
一
次
世
界
大

戦
期
か
ら
一
九
二
〇
年
に
東
ア
ジ
ア
で
は
洋
服
の
普
及
の
み
な
ら
ず

伝
統
衣
装
の
簡
素
化
・
軽
装
化
・
洋
装
化
が
進
ん
だ
こ
と
、
そ
の
背

後
に
あ
っ
た
ミ
シ
ン
の
普
及
が
、
各
国
の
衣
服
の
商
品
化
に
お
け
る

時
間
差
を
世
界
的
に
縮
小
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
に
一
石
を
投
じ
る
興
味
深
い
主
張
に
満
ち
た
章
で

あ
る
が
、
説
明
不
足
な
点
も
率
直
に
言
っ
て
多
い
。
例
え
ば
、
九
五

頁
に
あ
る
良
妻
賢
母
像
の
形
成
の
柱
が
裁
縫
と
刺
繍
で
あ
っ
て
織
物

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
の
含
意
は
わ
か
り
に
く
い
。
ま
た
、
そ

れ
に
併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
「
産
業
予
備
軍
」
の
形
成
と
は
具
体
的

に
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
五
章
「
日
本
の
ミ
シ
ン
輸
入
動
向
と
普
及
経
路
」
で
は
、
一
九

世
紀
末
に
日
本
が
、
ド
イ
ツ
製
品
を
中
心
に
ミ
シ
ン
の
輸
入
を
開
始

し
、
当
初
は
、
陸
軍
被
服
廠
お
よ
び
洋
服
・
洋
傘
を
製
造
す
る
工
場
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で
そ
れ
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
日
清
・
日
露
戦
後
期
に
ミ
シ
ン

の
輸
入
が
増
加
し
、
卓
越
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
支
え
ら
れ
て
シ

ン
ガ
ー
式
足
踏
ミ
シ
ン
が
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
、
ミ
シ
ン
の
用
途

は
二
〇
世
紀
に
入
る
と
足
袋
や
メ
リ
ヤ
ス
の
製
造
へ
と
拡
大
し
て

い
っ
た
こ
と
、
両
大
戦
間
期
に
は
工
場
に
電
動
式
ミ
シ
ン
も
導
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
庭
用
ミ
シ
ン
も
農
村
に
ま
で
普
及
し
て
い
き
、

ミ
シ
ン
国
産
化
も
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

　

な
お
、
一
四
四
頁
以
下
に
記
さ
れ
て
い
る
、
主
に
ユ
ニ
オ
ン
・
ス

ペ
シ
ャ
ル
社
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
い
た
「
特
殊
ミ
シ
ン
」
は
、
著

者
が
明
示
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
り
に
く
い
が
、
こ
れ
こ
そ
本
書
の

対
象
で
あ
る
工
業
用
ミ
シ
ン
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
工
業
用
ミ
シ

ン
は
、
縫
い
方
の
特
殊
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
針
の
上
下
運
動
の

反
復
頻
度
、
布
地
の
厚
さ
や
堅
さ
な
ど
に
よ
り
家
庭
用
ミ
シ
ン
で
は

容
易
に
対
応
で
き
な
い
作
業
を
行
え
る
機
械
で
あ
り
、
特
に
針
の
金

属
材
質
の
堅
牢
度
は
、
家
庭
用
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
優
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
本
書
は
工
業
用
ミ
シ
ン
を
対
象
に
す
る
と

し
な
が
ら
、
登
場
す
る
の
は
本
来
家
庭
用
で
あ
る
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン

ば
か
り
で
あ
る
。
ミ
シ
ン
の
国
産
化
過
程
に
つ
い
て
も
、
も
う
少
し

知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

第
二
部
「
衣
服
産
業
の
形
態
と
展
開
過
程
」
に
移
ろ
う
。
ま
ず
、

第
一
章
「
衣
服
産
業
の
類
型
─
規
模
と
生
産
体
制
─
」
で
は
、「
身

体
を
包
み
込
む
工
業
（
お
よ
び
商
業
）」（
一
七
四
頁
）
衣
服
産
業
が
、

日
本
で
は
企
業
規
模
を
基
準
と
し
て
、（
一
）
大
規
模
工
場
（
陸
軍

被
服
廠
、
民
間
の
軍
服
受
託
工
場
、
大
阪
府
・
福
岡
県
等
の
足
袋
メ
ー

カ
ー
）、（
二
）
中
規
模
工
場
（
埼
玉
県
行
田
の
足
袋
工
場
、
岡
山
県
児

島
の
洋
服
・
学
生
服
工
場
）、（
三
）
小
規
模
工
場
（
神
奈
川
・
兵
庫
両

県
の
洋
服
工
場
お
よ
び
家
内
生
産
）
に
類
型
化
で
き
る
こ
と
、
日
本
の

衣
服
産
業
が
両
大
戦
間
期
と
く
に
一
九
三
〇
年
代
に
発
展
し
て
い
っ

た
も
の
の
、
そ
れ
が
実
は
「
家
内
労
働
」
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
工
場
規
模
は
む
し
ろ
縮
小
し
て
い
き
、
三
〇
年
代
に
は
平
均
一

五
人
程
度
で
固
定
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

　

第
二
章
「
衣
服
産
業
の
地
域
分
布
」
で
は
『
工
場
統
計
表
』
に
依

拠
し
て
、
衣
服
産
業
が
地
域
別
・
製
品
別
に
考
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
特
定
府
県
へ
の
生
産
の
集
中
度
、
お
よ
び
製
品
の
二
つ
の
指
標
を

ク
ロ
ス
さ
せ
た
集
中
型
、
中
間
型
、
分
散
型
の
三
類
型
（
二
〇
九

頁
）
が
示
さ
れ
る
が
、
類
型
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
製
品

が
東
京
・
大
阪
・
愛
知
の
三
府
県
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
、
衣
服
産

業
の
全
国
的
展
開
が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
の
戦
時
期
に
進
む

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

な
お
、
二
一
三
頁
な
ら
び
に
注
（5
で
シ
ャ
ツ
の
多
様
性
が
指
摘
さ
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れ
て
い
る
が
、
衣
服
業
界
で
ワ
イ
シ
ャ
ツ
が
ド
レ
ス
シ
ャ
ツ
と
称
さ

れ
、
下
着
用
シ
ャ
ツ
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
触
れ
て
お
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
章
「
中
規
模
工
場
の
経
営
動
向
─
藤
本
仕
立
店
の
生
産
体
制

と
多
品
種
性
─
」
は
、
兵
庫
県
姫
路
市
の
藤
本
仕
立
店
の
経
営
史
を
、

一
八
九
四
年
の
創
立
時
か
ら
戦
時
期
ま
で
一
次
資
料
に
基
づ
き
考
察

し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
を
備
え
た
自
工
場
の
ほ
か
、
一
九
三

〇
年
代
に
は
シ
ン
ガ
ー
社
製
の
中
古
ミ
シ
ン
を
「
家
内
労
働
」
に
貸

与
し
て
委
託
生
産
し
て
い
た
こ
と）2
（

、
製
品
も
シ
ャ
ツ
な
ど
の
下
着
か

ら
始
ま
り
、
柔
道
着
や
生
野
鉱
山
用
の
作
業
衣
、
学
生
服
と
多
様
化

し
て
い
っ
た
こ
と
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

評
者
に
は
こ
の
章
が
、
本
書
中
の
白
眉
と
思
わ
れ
た
。
な
お
、
二

五
〇
頁
の
図
3
に
よ
れ
ば
、
藤
本
家
の
収
入
は
戦
間
期
に
は
仕
立
店

の
生
産
活
動
よ
り
も
、
土
地
投
資
お
よ
び
有
価
証
券
投
資
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
説
明
が
ほ
し
か
っ
た
。
ま
た
、

些
末
な
点
な
が
ら
、
二
二
六
頁
に
太
物
即
綿
織
物
と
あ
る
が
、
太
物

は
絹
以
外
の
織
物
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
表
記
は
不
適
切

で
あ
る
。

　

第
四
章
「
製
帽
業
の
構
造
と
展
開
─
そ
の
多
様
性
と
工
程
間
分
業

─
」
で
は
、
製
造
が
難
し
い
フ
ェ
ル
ト
帽
な
ど
は
大
企
業
が
担
当
し
、

そ
の
他
の
多
種
多
様
な
帽
子
を
様
々
な
規
模
の
企
業
が
生
産
す
る
な

か
で
、
大
企
業
が
、
他
企
業
が
製
造
し
た
半
製
品
を
集
荷
し
て
完
成

品
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
論
じ
ら
れ
る
。

　

終
章
「
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
─
生
産
体
制
論
と
現
代
─
」
で

は
、
ま
ず
、
ミ
シ
ン
が
家
事
労
働
に
も
使
え
る
し
、
賃
金
を
支
払
わ

れ
る
工
場
や
家
内
労
働
に
も
使
用
さ
れ
、
設
置
す
る
場
所
に
つ
い
て

も
融
通
が
利
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
ミ
シ
ン
は
、
耐
久
消

費
財
の
製
造
に
長
け
た
ア
メ
リ
カ
型
の
機
械
な
の
で
あ
り
、
集
中
型
、

分
散
型
の
い
ず
れ
の
生
産
組
織
に
も
適
応
で
き
る
が
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
小
規
模
企
業
に
適
合
的
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

一
九
七
〇
年
代
か
ら
日
本
の
縫
製
業
は
海
外
に
移
転
し
て
い
っ
た
が
、

紡
績
業
や
織
物
業
が
資
本
集
約
的
に
な
っ
た
た
め
、
二
一
世
紀
に
は

そ
れ
ら
が
発
展
途
上
国
に
は
ふ
さ
わ
し
い
産
業
で
は
な
く
な
っ
た
の

に
対
し
て
、
縫
製
業
は
そ
う
で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
主
張
は
必
ず
し
も
説
得
的
で
は
な
い
。
一
例
を
挙
げ
れ

ば
著
者
は
、
戦
前
期
の
ミ
シ
ン
で
は
自
家
用
と
工
業
用
の
区
分
が
曖

昧
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
家
庭
用
ミ
シ
ン
も
日
本
で
は
融
通
無
碍
に

家
内
工
業
に
使
わ
れ
て
い
た
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
す
で

に
示
唆
し
た
よ
う
に
評
者
は
、
家
庭
用
ミ
シ
ン
と
工
業
用
ミ
シ
ン
の

分
化
は
、
少
な
く
と
も
著
者
の
前
記
の
類
型
（
一
）（
二
）
の
諸
企
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業
で
は
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り
そ
れ
ら
の
企
業
で

は
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
社
な
ど
が
製
造
し
た
「
特
殊
ミ
シ
ン
」

が
通
常
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
の
疑
問
を
持
っ
て

い
る
。
ま
た
、
衣
類
が
人
間
の
身
体
を
包
む
デ
リ
ケ
ー
ト
な
財
で
あ

る
以
上
、
紡
績
や
織
物
の
機
械
化
に
は
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
、
繊

維
産
業
は
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
労
働
集
約
的
な
産
業
で
あ
る
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

三　

本
書
の
意
義
と
総
括
的
コ
メ
ン
ト

　

最
後
に
、
や
や
大
き
な
論
点
に
移
り
た
い
。
ま
ず
、
本
書
が
工
業

用
ミ
シ
ン
の
実
態
の
解
明
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
研
究
が
不
十
分
で

あ
っ
た
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
点
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。
次
に
、
著

者
の
視
野
が
広
く
、
産
業
史
や
経
済
史
に
と
ど
ま
ら
ず
技
術
史
、
女

性
史
、
モ
ー
ド
史
な
ど
に
及
ん
で
い
る
こ
と
も
優
れ
て
い
る
。
最
後

に
、
一
次
資
料
に
基
づ
く
第
二
部
第
三
章
の
藤
本
仕
立
店
の
分
析
は
、

本
書
中
出
色
の
出
来
栄
え
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
今
後
考
察
を
深
め
て
ほ
し
い
論
点
を
二
つ
示
し
た
い
。
ま
ず
、

ア
メ
リ
カ
経
営
史
な
い
し
産
業
技
術
史
に
お
け
る
ミ
シ
ン
産
業
の
研

究
成
果
を
き
ち
ん
と
取
り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
本
書
二
七
七
頁
の

よ
う
に
、
ミ
シ
ン
を
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
自
動
車
と
並
ぶ
耐
久
消
費

財
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
的
」
財
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
著

者
も
言
及
し
て
い
る
ゴ
ー
ド
ン
の
研
究
は
そ
の
好
例
で
あ
る
が
、
こ

の
視
点
と
は
や
や
異
な
る
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ハ
ウ
ン
シ
ェ
ル
の
業
績

も
避
け
て
通
れ
な
い
と
思
わ
れ
る）3
（

。
彼
が
説
い
て
い
る
の
は
、
移
民

国
家
で
あ
る
が
ゆ
え
に
熟
練
労
働
の
希
少
性
と
高
賃
金
と
に
悩
ま
さ

れ
続
け
た
ア
メ
リ
カ
の
諸
工
場
が
、
省
力
的
機
械
の
導
入
を
積
極
的

に
進
め
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
機
械
の
量
産
の
た
め
に
互
換
性
部
品
の

製
造
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
一
九
世
紀
前
半
の
軍
工
廠
で

の
小
火
器
や
、
サ
ム
エ
ル
・
コ
ル
ト
の
工
場
で
の
銃
の
製
造
か
ら
始

ま
り
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
の
Ｔ
型
車
の
大

量
生
産
で
完
成
す
る
、
互
換
性
部
品
を
駆
使
し
た
ア
メ
リ
カ
的
製
造

シ
ス
テ
ム
（A

m
erican System

 of M
anufactures

）
の
流
れ
の
中

に
ミ
シ
ン
産
業
も
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
研
究
の
流
れ
も
踏
ま
え
つ
つ
、
本
来
家
庭
用
ミ
シ
ン
の
メ
ー

カ
ー
で
あ
っ
た
シ
ン
ガ
ー
社
の
み
な
ら
ず
、
日
本
で
は
本
格
的
な
調

査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
ホ
イ
ー
ラ
ー
・
ア
ン
ド
・
ウ
ィ

ル
ソ
ン
社
や
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
社
な
ど
、
工
業
用
ミ
シ
ン
の

製
造
に
主
力
を
置
い
て
い
た
と
み
ら
れ
る
メ
ー
カ
ー
の
展
開
を
正
面

か
ら
考
察
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

さ
て
次
に
、
日
本
国
内
の
縫
製
産
地
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
書
が
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明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
、
戦
前
か
ら
東
京
・
大
阪
な
ど
の
大
都
市
、

そ
し
て
岡
山
県
の
児
島
や
埼
玉
県
の
行
田
（
ま
た
は
北
埼
玉
）
な
ど

元
々
の
綿
織
物
産
地
は
、
近
年
ま
で
続
い
て
い
た
縫
製
業
の
拠
点
と

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
ほ
か
、
評
者
が
知
り
え
た
、
重
要
と
思
わ

れ
る
三
つ
の
縫
製
産
地
を
紹
介
し
て
お
く
。（
一
）
岡
山
県
井い

原ば
ら

。

後
述
の
備
後
に
隣
接
す
る
綿
織
物
産
地
で
あ
り
、
同
じ
く
岡
山
県
の

児
島
産
地
に
類
似
し
て
戦
間
期
に
学
生
服
生
産
に
進
出
し
た
が
、
そ

れ
に
は
縫
製
業
の
展
開
が
伴
っ
て
い
た）（
（

。（
二
）
広
島
県
備
後
。
元

来
、
絣
・
縞
・
紺
木
綿
の
産
地
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
七
年
の
金
融

恐
慌
、
三
〇
～
三
一
年
の
昭
和
恐
慌
で
大
打
撃
を
受
け
、
そ
の
打
開

策
の
一
環
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
す
で
に
児
島
か
ら
伝

わ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
ミ
シ
ン
を
積
極
的
に
導
入
し
て
縫
製
業
に

進
出
し
た
。
縫
製
品
は
同
地
の
産
地
問
屋
が
、
大
戦
前
か
ら
築
い
て

い
た
行
商
網
に
よ
っ
て
全
国
の
農
村
部
に
販
売
し
て
い
き
、
下
着
類
、

モ
ン
ペ
、
乗
馬
ズ
ボ
ン
な
ど
野
良
着
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
み
ら
れ

る
衣
服
を
供
給
し
て
い
っ
た
。
戦
時
下
の
一
九
四
一
～
四
二
年
に
は

縫
製
関
連
の
企
業
合
同
が
行
わ
れ
て
二
五
の
縫
製
企
業
が
成
立
し
、

広
島
陸
軍
被
服
支
廠
の
下
で
軍
服
の
生
産
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
過
程
で
縫
製
業
の
技
術
水
準
は
飛
躍
的
に
上
が
り
、
備
後

は
二
〇
世
紀
末
ま
で
全
国
有
数
の
縫
製
基
地
と
し
て
発
展
し
て
い
っ

た
）
5
（

。（
三
）
岐
阜
県
岐
阜
市
。「
満
洲
」
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
の
引
揚
者
が
、

戦
後
闇
市
で
の
衣
料
品
販
売
に
成
功
し
た
こ
と
が
発
展
の
契
機
と
な

り
、
以
後
、
岐
阜
は
、
国
内
有
数
の
婦
人
服
の
産
地
と
な
っ
た）（
（

。

（
以
上
、
阿
部
執
筆
）

四　

日
本
の
「
衣
服
産
業
」
史
に
関
す
る
補
論
的

コ
メ
ン
ト

　

本
書
の
意
義
は
、
先
行
研
究
の
乏
し
い
日
本
の
「
衣
服
産
業
」
史

の
分
野
に
、
ミ
シ
ン
を
一
つ
の
着
眼
点
と
し
て
切
り
込
ん
だ
こ
と
に

あ
る
。
実
際
、
ミ
シ
ン
の
普
及
を
主
題
と
す
る
第
一
部
に
続
く
第
二

部
は
、「
衣
服
産
業
」
の
展
開
過
程
を
対
象
と
し
て
お
り
、
終
章
で

は
、
一
九
七
〇
年
以
降
の
日
本
の
衣
服
輸
入
の
進
展
と
、
現
代
の
縫

製
産
業
の
世
界
的
な
展
開
に
ま
で
筆
が
及
ん
で
い
る
。
こ
の
貢
献
を

前
提
と
し
つ
つ
、
以
下
で
は
、
近
現
代
日
本
の
「
衣
服
産
業
」
の
歴

史
的
な
位
置
づ
け
に
関
し
て
、
や
や
外
在
的
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て

み
た
い
。

　

本
書
が
本
格
的
な
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
事
実
上
、

「
洋
服
」
お
よ
び
洋
装
関
連
の
衣
服
で
あ
っ
た
。
一
方
、
表
（
に
示

し
た
『
第
一
回　

国
勢
調
査
』（
一
九
二
〇
年
）
の
「
職
業
」
別
の
就

業
統
計
で
は
、「
裁
縫
業
」
に
関
わ
る
従
事
者
は
「
和
裁
」
と
「
洋
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裁
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
三
分
の
二
は
「
和
裁
」
に
携
わ
っ

て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ツ
・
下
着
製
造
を
加
味
し
て
も
、
非

「
和
裁
」
従
事
者
は
合
計
の
半
数
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
は
「
衣
服
」

生
産
に
関
わ
る
「
産
業
化
」
が
、「
和
装
」
の
領
域
で
も
進
展
し
て

い
た
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
需
要
面
で
は
、
戦
間
期
に
お
い
て

も
女
性
衣
料
は
和
装
を
中
心
と
し
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
て
お
り
、

加
え
て
近
年
、「
銘
仙
」（
絹
綿
交
織
物
の
一
種
）
人
気
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
都
市
部
で
の
衣
装
の
流
行
現
象
を
、
和
装
品
が
主
導
し
て

い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）（
（

。
こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら

ば
、
戦
前
期
日
本
の
「
衣
服
産
業
」
の
考
察
に
際
し
て
、
和
装
品
の

世
界
も
明
示
的
に
検
討
対
象
に
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書

で
は
「
洋
服
」
に
対
象
が
絞
ら
れ
る
こ
と
で
、
戦
前
期
日
本
の
「
衣

服
産
業
」
に
関
す
る
多
様
な
論
点
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
は
い
な
い

か
、
と
い
う
の
が
第
一
の
コ
メ
ン
ト
の
骨
子
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
著
者
は
、
第
一
部
第
四
章
で
大
丸
弘
に
依
拠
し
つ
つ
、

「
和
服
の
洋
装
化
」
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
統
計
上

の
区
別
は
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
興
味
深

い
論
点
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
衣
服
の
形
態
を
問
題
に
す
る
そ
こ
で

の
議
論
が
、
縫
製
の
現
場
で
の
和
裁
と
洋
裁
の
差
異
の
否
定
に
つ
な

が
る
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
和
服
は
洗
い
張

り
の
た
び
に
上
着
も
下
着
も
縫
い
目
を
解
い
て
ば
ら
ば
ら
に
す
る
た

め
、
ゆ
る
や
か
な
縫
い
目
を
必
要
と
し
、
そ
れ
が
縫
い
目
の
き
つ
い

ミ
シ
ン
の
和
裁
へ
の
導
入
を
遅
ら
せ
た
、
と
す
る
通
説
的
な
理
解）（
（

が

あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
和
装
品
の
「
生
産
」
を
、「
洋
服
」

を
主
と
す
る
本
書
の
議
論
の
単
純
な
拡
張
と
し
て
位
置
付
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
ミ
シ
ン
を
切
り
口

と
し
た
「
衣
服
産
業
」
史
の
孕
む
限
界
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
い
え

る
。

　
「
和
裁
」
従
事
者
の
存
在
が
、
既
製
品
と
し
て
の
和
服
完
成
品
の

販
売
と
は
直
結
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
呉
服

店
の
仲
介
を
は
じ
め
、
様
々
な
形
で
の
「
仕
立
て
業
」
の
展
開
が
そ

の
実
態
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
和
服
に
お
け
る
市
場
化
・
商
品
化
は
、

縫
製
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
の
局
面
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と

も
い
え
る
。
そ
れ
は
、「
洋
装
品
」
に
も
想
定
さ
れ
る
局
面
で
あ
っ

た
。
表
（
の
和
裁
以
外
の
従
事
者
で
は
、
男
性
労
働
者
の
比
率
が
七

〇
％
前
後
に
上
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
紳
士
服
の
テ
ー
ラ
ー
に

代
表
さ
れ
る
、
男
性
の
「
職
人
」
に
よ
る
「
注
文
服
」
生
産
の
存
在

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
一
方
本
書
が
主
に
検
討
の
対
象
と
し
て

い
る
の
は
、
主
と
し
て
完
成
品
と
し
て
の
「
既
製
品
」
の
生
産
・
販

売
で
あ
っ
た
。
実
際
、
第
二
部
第
三
章
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
シ
ャ
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ツ
・
パ
ン
ツ
・
ズ
ボ
ン
類
を
製
造
す
る
姫
路
の
「
中
規
模
」
の
一
七

の
事
業
者
の
労
働
力
構
成
は
、
女
性
が
過
半
（
男
対
女
が
職
工
数
で

二
三
人
対
四
〇
人
、
賃
受
業
者
で
は
一
六
人
対
一
五
三
人
、
本
書
二
二
八

頁
か
ら
引
用
）
を
占
め
て
い
た
。
表
（
の
デ
ー
タ
か
ら
見
て
、
そ
れ

は
必
ず
し
も
非
「
和
裁
」
縫
製
業
の
縮
図
と
は
言
え
な
い
。「
洋

装
」
に
お
い
て
も
、
本
書
の
議
論
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た
検
討
領

域
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
前
期
日
本
の
「
衣
服
産
業
」
が
、
多
様
な
内
実

を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
に
も
、

考
慮
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
が
、
コ
メ
ン
ト
の
第
二
で
あ
る
。
著

者
は
、「
衣
服
産
業
の
勃
興
に
み
る
時
間
差
は
、
ミ
シ
ン
普
及
に

よ
っ
て
、
五
〇
年
差
と
い
う
規
模
に
圧
縮
」（
一
一
六
頁
）
さ
れ
た

と
し
て
、「
衣
服
産
業
」
に
お
け
る
地
球
規
模
で
の
共
時
性
を
見
出

そ
う
と
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
洋
装
の
展
開
に
限
定
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
評
価
も
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
表
（
の
下

欄
に
見
る
よ
う
に
、「
衣
服
産
業
」
へ
の
人
口
当
た
り
従
事
者
数
は
、

た
と
え
ば
一
八
五
一
年
の
イ
ギ
リ
ス
と
一
九
二
〇
年
の
日
本
で
は
、

非
常
に
大
き
な
較
差
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
七
〇
年
の
時
間
差
を
と
っ

て
も
埋
ま
っ
て
い
な
い
。
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
み
る
か
ぎ
り
彼
我

の
「
経
済
水
準
」
は
接
近
し
て
き
て
い
る
か
ら
、
こ
の
相
違
は
、

表 1　縫製業関係の従業者　日本とイギリス

従業者数
（人）

女性比率
（％）

人口（000人当たり
従業者数 （人）

（ 人当実質GDP
（ドル）※

（日本：国勢調査、（920年）

裁縫業　和裁 （（2,5（2 （3.（
　　　　洋裁  5（,（（5 22.（
シャツ等製造  （（,53（ 3（.（

計 2（3,23（ 5（.5 3.（（ （,（3（

（England and Wales : Population Census, （（5（年）

縫製関係業種　　計 （2（,（5（ （2.9 23.（（ 2,3（2

出典： （ 人当実質GDPはアンガス・マディソン『世界経済の成長史（（20-（992』（東洋経済新報社、
2000年）による。

注：イギリスの縫製関係業種は、tailor, milliner, seamstress の合計。
※（990年ゲアリー＝ケイミス・ドル
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「
時
間
差
」（
あ
る
い
は
そ
の
含
意
す
る
発
展
段
階
の
差
）
よ
り
も
、
む

し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
社
会
に
お
け
る
衣
服
調
達
方
法
の
類
型
的
な

差
と
す
る
方
が
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
著
者
も
強

調
す
る
、
裁
縫
作
業
が
「
家
事
労
働
」
と
「
家
内
労
働
」
の
両
面
を

有
す
る
、
と
す
る
視
点
も
、
こ
の
類
型
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ

て
よ
り
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）9
（

。

　

戦
前
期
日
本
の
「
衣
服
産
業
」
を
、
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
と

す
れ
ば
、
改
め
て
戦
後
の
、
特
に
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
お
け
る

「
衣
服
産
業
」・
縫
製
業
の
急
速
な
成
長
の
実
態
、
お
よ
び
そ
の
要
因

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
実
際
表
2
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
縫

製
業
の
従
事
者
数
は
急
増
し
、
人
口
当
た
り
の
従
事
者
数
の
成
長
率

も
戦
前
期
と
は
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
。
女
性
労
働
力
の
比
率
の
上

昇
も
著
し
い
。
日
本
の
「
衣
服
産
業
」
の
歴
史
に
お
い
て
、
こ
の
時

期
こ
そ
が
、
衣
服
の
製
造
・
販
売
に
重
き
を
置
い
た
、
製
造
業
と
し

て
の
「
衣
服
産
業
」
の
発
展
期
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世

紀
に
か
け
て
の
欧
米
の
「
衣
服
産
業
」、
あ
る
い
は
発
展
途
上
国
の

縫
製
産
業
と
の
直
接
的
な
対
比
が
最
も
有
効
な
の
も
、
こ
の
時
期
の

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
、
本
書
各
章
の
実
証
的
な
分

析
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
及
ん
で
い
な
い
の
は
、「
衣
服
産
業
」

史
と
し
て
本
書
を
見
た
場
合
、
最
も
気
に
な
る
点
で
あ
っ
た
。

表 2　日本における縫製業従事者数の推移

縫製業従事者 （参考）

男
（人）

女
（人）

計
（人）

女性比率
（%）

人口（000人当たり
（人）

（ 人当実質GDP
（ドル）※

（920 92,（（3 （20,（（（ 2（3,23（ 5（.5  3.（5 （,（3（
（930 （5（,（39 （3（,（30 2（9,（（9 （5.（  （.53 （,（（0
（950 （59,3（（ 3（（,9（9 50（,305 （（.（  （.0（ （,（（3
（9（0 23（,909 59（,5（（ （3（,（5（ （（.（  （.93 3,（（9
（9（0 25（,（35 （,00（,（50 （,25（,9（5 （0.（ （2.（（ 9,（（（

出典：各年『国勢調査』、 （ 人当たりGDPについては前表と同じ。
注：職業分類別従業者数。（920年：和服裁縫、洋服裁縫、シャツ・手套・股引・脚絆・足袋類製造。

（930年：被服裁縫業主、裁断工・裁縫工。（950年：織物製品関係職業（男子洋服裁縫師、同徒弟、和
服裁縫師及びドレスメーカー、刺繍職、その他織物製品関係作業者）。（9（0、（0年：織物製品製造
従事者（洋服仕立職、和服仕立職、婦人・子供服仕立職、ミシン縫製工、裁断工、刺しゅう工、そ
の他の織物製品製造従事者）。

※（990年ゲアリー＝ケイミス・ドル
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も
ち
ろ
ん
、
一
つ
の
研
究
書
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
こ
れ

は
明
ら
か
に
な
い
も
の
ね
だ
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
前
期
の
論

理
の
単
純
な
延
長
線
上
に
戦
後
「
衣
服
産
業
」
の
展
開
が
位
置
づ
け

ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
の
急
成
長
の
本
格
的

な
分
析
を
抜
き
に
し
て
、
近
現
代
日
本
の
「
衣
服
産
業
」
史
の
全
体

像
を
構
想
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
終
章
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
衣
服
輸
入
の
増
大
と
「
衣
服
産
業
」
の
縮
小

に
関
し
て
も
、
そ
の
前
の
成
長
期
の
分
析
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
は

じ
め
て
創
造
的
な
議
論
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
衣
服
の
経
済
史
」
は
、「
繊
維
産
業
史
」
の
一
分
枝
に
留
ま
ら
な

い
、
多
様
な
可
能
性
を
含
ん
だ
分
野
で
あ
る
。
本
書
の
意
欲
的
な
内

容
か
ら
も
、
そ
れ
は
十
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
魅
力
的
な
テ
ー

マ
の
発
展
の
た
め
、
今
後
、
本
書
が
広
い
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（
以
上
、
谷
本
執
筆
）

（
（
）  A

ndrew
 Gordon, Fabricating Consum
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m
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erkeley, C
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U

niversity of California Press, 20（2, 

邦
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：
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・
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の
近
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─
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二
〇
一
三
年
）。

（
2
）  

中
古
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自
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に
回
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れ
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。

（
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読
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
上
記
の
主
著
に
つ
い

て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
（
）  

阿
部
武
司
『
日
本
に
お
け
る
産
地
綿
織
物
業
の
展
開
』（
東
京
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版
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佐
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阜
ア
パ
レ
ル
産
地
の
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証
言
集
・
孵
卵
器
と
し
て
の
ハ
ル
ピ
ン
街
（
朝
日
大
学
産
業
情
報

研
究
所
叢
書
七
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成
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
（
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銘
仙
の
流
行
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都
市
部
で
の
フ
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シ
ョ
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に
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い
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は
、P

enelope F
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consum
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Japan”, Penelope Francks and Janet H
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を
参
照
。

（
（
）  
前
掲
、
ゴ
ー
ド
ン
『
ミ
シ
ン
と
日
本
の
近
代
』、
第
七
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も
こ
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よ
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し
て
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、
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普
及
と
洋
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化
の
関

連
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が
、
戦
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の
主
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と
な
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て
い
る
。

（
9
）  

こ
の
指
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に
は
、
家
内
で
の
女
性
労
働
の
在
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方
に
家

族
制
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が
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。
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